
【三重県経済の動向】

雇用情勢

底離れしつつある

持ち直し

拡大傾向

四日市港では自動車、鉱物性タール
及び粗製薬品、科学光学機器などが
増加。

生産用機械、業務用機械、食料品な
どが上昇、電子部品・デバイス、輸
送機械、金属製品などが低下。

新規求人倍率（季調済）は2.08倍
で、前年比0.15ポイント低下。

1月の住宅着工戸数は、前年比27.4％
増となり2か月連続で増加。

1月の建築着工床面積（非居住用）
は、前年比263.9％増で3か月ぶりｎ
増加。

2月の公共工事請負は、前年比47.4％
増となり5か月ぶり増加。

輸 出 入

生産活動

コメント

1月の百貨店・スーパー販売（既存
店、速報）は前年比2.9％減で6ヶ月
連続の減少。

設備投資

公共工事

動向

一部で弱い動き

上向きつつある

横ばい

弱含み
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「消費者の意識や行動についてのアンケート調査」より

項目

個人消費

住宅建築

〈現在の景気〉

緩やかに持ち直している。個人消費は一部に弱い動きがみられるものの、生産

は持ち直し、雇用は拡大傾向。

〈当面の見通し〉

緩やかな持ち直しが続く。生産、設備投資の持ち直しが期待され、雇用は高水準

を維持する。

今後の見通しにつ

いては平成２７年、

平成２８年より減少

と答えた人の割合

は高くなっている。

また、増加と答えた

人は全体の9.2%と

なっている。

三重県全体状況について

❖雇用⇒前期比▲10.2ポイン

ト

悪化、人手不足感が

一段と強まった

❖設備投資⇒前期比8.3ポイン

トの改善

❖資金繰り⇒前期比4.1ポイン

トの改善となり、


